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1．色と照明

　わた したち の 身の 回りのすべ てに色彩がある。その

色彩の見え につ いて、色彩のもつ表情や効果 に差異が

あるのに、ふ と気が つ く こ とがある 。
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味 して 選んだ牛肉を自宅で買物袋か ら取 りだしてみる

と、 こんな色のはずではなか っ たと納得で きない 。 白

昼の街頭に出た瞬間、蛍光灯の室内では気にもとめて

いなかっ た自分の服の赤色があまりに鮮やかなのに思

わずハ ッ とする 。 夜、喫茶店の窓から外に目を向けて

いると、街路灯の下に佇む人の顔色が蒼ざめ て い る の

を不自然 に思 う。工場から提出された商品の塗装色が

デザイ ン部門の 指定色に合致 していないと問題になる。

　こ のよ うな色の見え方の 変化を起す原因に、その場

の照明による光の量や質の相違が考えられる。
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図 1．色彩 と照明の 関係

　わた したちが物の色を見るとは 、 物を照明した光が

その表面で反射 し、その反射光が目に入 り表面色と し

て知覚するか らであ る 。 すなわち、物の色は光によ っ

て伝え られるだけに、色を扱う場合、物を照 らして い

る照明に つ いて考慮 しておかない と色を誤 っ て知覚し

かねない。

　以下 、 主と して表面色を見 る場合の、照明に関する

主要な事項に触れてお き た い 。

2 ，色を正 しく見るための照明

2 −1，色を正し く見る

　物の色 を正 しく観察するための基 本事項 がJIS　Z

8723 「表面色の 視感比較方法」に定め られて い る 。

上例のよ うに照 明による色の 見え方の 変化 は大 きい 。

なかでも、光の質、強さ、方 向な どが重要 であろ う。

その 内か ら、照明 に関するポイ ン トを列記して お く。

2 −2 ．標準の光

　普通、わた したちは昼間の自然光 （昼光）のもとで

見た色をそのもの の本来 の色と思 っ て い る 。 しか し、

昼光は常に
一定の性質を保 っ て いるとはいえない 。 朝、

昼、夕、季節、晴天 、曇天 、雨天、極端にい えば時々

刻々と変化 して い る 。

　 色の観察にあた っ て は、原則と して、JIS　Z　8720

「測色用の標準の 光及 び標準光源」の 3 ．に規定す る

［ ＝ ＝ ：：＝ ＝ ＝ ：＝ ＝ ＝ ＝ コ 39 − ． v 、 c ．
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図2 ，標準の 光の 分光分布
朝

標 準の光 D55
”

に相対分光分布が近似す る常用光源

D65を用い る としている。

　標準 の光 DE5は、色温度が約6500 ケル ビ ン （K）

の 紫外波長域を含む平均的な昼光を意昧 し、日の出3

時間後か ら日没 3時間前までの北空昼光に基づいてい

る。ただ、自然昼光は変化が大きい ので、国際照 明委

員会 （略称CIE）は多くの自然昼光を実測 して統計的

手法で処理 し、それぞれの色温度における測色用と し

て標準化した昼光の相対分光分布を規定 している 、こ

れを ℃ IE昼光
”

と呼称する 。 しか し、残念なが ら現

在、標準の 光D6s に対応す る標準光源D65は実現でき

て い ないので、一
般に、これに準ずる

’
常 用光源DE5

卩’

（た とえば、演色性の よい色評価用蛍光ラ ン プなど）

を用 いて もよ い と して い る 。

する」とし、「比較する色の明度Vが3以下 のような暗

い 色の場 合、その 最小照度は、 2，000 ル クス以上で

あることが望ま しい』と して い る。

　また、「
…
作業面の均斉度を 0．8以上…』と、均等

な明るさ とする 。

2 −4．照明と観察の方向

　照明は真上または 45 度の 方向から拡散的 に照明 し、

色を 「観察する方向は次のいずれ かによる』と規定 し

て い る 。 （1＞真上から照明 した場合には45 度方向から

観察 し、（2）45 度方向か らの照明で は真上から観察

す る 。また 、（3）あ らゆる方向か ら均等 に照明 した場

合には真上 または45 度方向か ら観察す る 。
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図 3 ．色比較 ・検査用D65蛍光 ラ ン プの分光分布
心

　なお 、照明光を変えた ときの色の変化 （条件等色）

を調べ るためには、常用光 源 D65で 等色の 度合い を調

べ 、標 準の光 A
”

で 等色か ら外れる程度 （条件等色

度）を調べ ると して い る。標準の光A はタ ン グステン

電球の光である。

2−3．照度

　Jrs　Z　8723 では 、色 を比較するとき、『作業面に

おける最小照度は、原則と して 1，000 ル クス以上 と

［二 ＝：＝：：＝＝二＝：＝＝ ＝：＝ニ コ 40

3 ．照明の量と質

　照明とは 『光 を人 の 生活、活動に役立たせることを

目的として、光を応用 する こ と』
’2で 、良好な視作業

性と視環境の快適性の向上という目標を同時に満たし、

加えて、それ を経済的に得 るかにも配慮が必要で ある 。

上述の 「2，色を正 しく見るための照明」は厳格に色

彩を視感比較するときの照明要件である 。

　
一般的な場面における照明要件は、照明の量と質の

関係で料理の 問題 にた とえる こ とがで きる。食事 にま

ず必要な こ とは十分な力ロ リ
ー

にある。しかし、良い

料理は力 ロ リーだけ で な く、料理の 味や匂い、色、食

器、盛り付けな ど、多くの ことが関係しあ っ て つ くり

出される 。 照明の場合、食事の力ロ リ
ー

に相当するの

が明るさ （照度）であ り、照明の量的側面である。料

理の 味や匂いな どの他の要件が、照明で はグレア 、光

の色と演色性、照 明の方向など質に相当する 。

4 ，明るさ （照度）

4 −1．明るさと見や すさ

　基本的に は 明るさ （照度）とも の の 見やすさ （視力）
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とは関係があ り、明るければ明るいほ ど、もの をは っ

き りと見る ことができ る 。

4 −2必 要な照度

　一般に、暗い場 所か ら照度が 20 ル クス程度に達す

ると、ものの色や形は正常に見えは じめ る が、その色

のもつ デリ ケ ートな調子や色や柄を鮮明に認識するに

は 500 ルクス以上の照度が必要である 。

　一般に、色の細部を見るには少な くとも 500 ル ク

ス、色の少な い 差異を見分 けるには 1，000 ルクス以

上が必要で ある。日本印刷学会の 標準照明基準では照

度を 700 ルクスな い し1，500 ル クスの範囲 に規定 し、

暗い色の比較に は 2，000 ル クス を推奨している。

　 しか し、良 く見えるからとい っ て明る くばかりして

いたの では経済性を失 っ て しま う。 照明する対象や場

の特質、そ こ で行わ れ る作業の種類や程度などによ っ

て 必要な照度は異な っ てくる 。 その目安と して、国際

照明委員会の 「室内照度ガイ ド」に推奨する照度レベ

ル を示 してお く （表 1）。

表 1，屋内の推奨照度
＊5

作桑の型

果）。 また、白
・
灰

・黒とい っ た無彩色の色票を観察

しながらその照度 を上昇させると、白色は照度 の上昇

によ りますます 明る く、黒は ますます黒 く知覚され 、

中間の灰色の 明るさはほとんど変わ らない。こうした

現象などの予測はまだ十分に説明できていない が、色

を観察するとき、用いる照度につ い て留意す べ き事項

である。

分 類 推奨照慶 ｛lx）

　 　 A
あま り使 用 し

ない 場所 あ る

い は 単純 な見

え方が 必 璽 と

され る場所の

照明

B

作業 室 の 全般

照明

　 20

　 30

　 50

　 701DO150200300

珈

7501

，0001

，500

C

精富 な視作業
の付加照明

2，0003

，0005

，0007

，500le

，OOOl5

，000201000

’
周辺の 暗い 公共場所

・
短時 間出入 する際 の 方向づ け

連続 的に は 使用 しない 作業室

例 二倉庫、エ ン トラ ン ス ホ
ール

…
限 定 され た条 件の 視作業

　 例 ：粗 な概械作業、講義室

・
普通の 視作業

　 例 ：普通の 機械作業、事務所

・特別 な視作業

　 例 ：彫刻、織物 工場 の 検 査

…きわめ て 長時 間の 精密 視作 業

　例 ：細 か い 回路 や 時計組立

…例外的に精密な視作業

　 例 ：極 徽電 子部品組立

・
きわめ て 特別な 視作業

　例 ；外科手 術

4 −3 ．照度と色の見え方

　スポ ッ トライ トに照らされたシ ョ
ーウィ ン ドの マ ネ

キン は立体感に冨み 、着装 して い る衣料は色鮮やかに

感 じられる。こ うした現象を起す原因の
一

つ に照度が

ある 。

　たとえ ば、色票 をある照明条件下で観察す るとき、

他の観察条件を変える こ とな くその照度の みを上げる

と、知覚される色票の鮮やかさは高くなる （八 ン ト効

［ ＝ ＝ ＝ ＝二＝＝二 ＝ ＝ ］ 41

5 ．光源の色 （色温度）

5−1．光源色

　夜の街を歩いていると住宅の窓か らこぼれる白熱電

球の光は赤みをおびた光に、水銀灯の光は青みがか っ

た光に見える。光源色は光源か ら直接目に入 っ て知覚

される色であ り、赤み をおびた光は赤色を鮮やかに感

じさせるか否か とい っ た、色の見え方とは異なる 。 光

源色は通常色刺激値で表すが、色度での
一致度を用い

て色温度 （K ：ケル ビン）で表す。しか し、蛍光ラ ン

プな どの
一般照 明用光源では完全放射体軌跡上の色度

の
一致で表せ ないので 、実用的に相関色温度 （K ：ケ

ル ビン）を用いて表示する。

5−2洸 源色による雰囲気

　一般に色温度の低い電球な どの光による空間は暖か

く落ち着いたム
ー

ドを感 じさせ、色温度の高い光源と

なるにつ れて 、しだいに爽やかさ、涼 しさととも に活

動的な雰囲気をおびる傾向がある 。

5 −3．光色と照度

　 また 、色温度の高い 光源を用 いて照明 した空間は 、

照度が低い とやや陰気で寒々 とした雰囲気 にな り、逆

に、色温度の低い 光源で は、照度を低めに抑えな い と

暑苦しい雰囲気 となる傾向がある 。

光源の 色温度 〔K〕 と感 じ

照 度 〔b【〕 ＜ 3β00K暖か い

温 白色 （WW ）

3，300〜5，  K
中間 白色 （W ）

＞5，000K涼 しい

　昼光色 （励

≦ 500

1，000

2，000

3，000

楽 しい 中間

楽 し い

涼 しい

中間

楽 しい

刺　的

不 自然 刺激 的≧ 3ρ00

図5 ．光源の 色温度 と照 度 に よ る 印象
“ i

5 −4 ．光色の対比

白熱電球と昼光色蛍光ランプと い うような光色差の
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大きい 二 つ の光源を同一
の空間で 用い る と 、光色の対

比がきわだつ 。 同
一

の視野で 見る と、白熱電球はい っ

そう赤みの強い光色 に 見 え、昼光色蛍光ラ ン プは青み

の 強い光色と感じる。

　 このよ うな対比効果を多用すると空間は異様な雰囲

気 とな っ て し まう 。 しか し、光源色の異 っ た光源を同

一
の空間で用いるのは一般的で ある。そ の 場合にはい

ずれかの光色を主と し、他方をアクセ ン トとして従に

扱 うようにすると効果的になる 。

5−5．色順応

　昼の明るい場所から、映画館の ような暗い場所に入

ると
一

時周 囲の状態が見えにくくな っ て しまうが、し

ばらくしてその明るさに慣れ て くると周 囲が見えるよ

うになる 。 逆に、暗い室内か ら明るい外に出ると、一

瞬まぶ しく感じ るが、すぐに慣れて行動できるように

なる 。 このような現象を
‘’
明暗順応

’
と呼ぶ

　
一

方、照明光を変化した場合にも、明暗順応と同じ

よ うな現象が生 じる 。 光源の色温度の差を人間の眼は

見分けることができる の で 、昼光か ら白熱電球光のよ

うな赤みの強い 光の空間に移る と、は じめはす べ て の

色が赤み がか っ て感 じられるが、しばらくすると赤み

が消え昼光と同じような見え方 にな る。これを
’d
色1幀

応
”

とい う。

　 　
　 　

　　　

図6 ．照明 に よる色順応
“ G

　こうした光源色に おける順応がある の で、ある光源

色 に順応 した人が異な っ た色温度の他の空 間に移動し

た直後には、その色温度の差や雰囲気の 変化を強く感

じ、当然、それに伴う色の見え方が異な っ て しま うこ

とは 日常的に経験する。

6．光源による色の見え方の変化 （演色性）

6−1．演色評価数

　白色蛍光 ラ ン プで照明された赤い 服や顔色 は何とな

くくすんで見える。一
方、白熱電球の光 で は赤色が鮮

やかに感 じられる 。 この ように物体色の見え方に影響

を与える光源の性質を
」’
演色性

H

とい い 、一般に 演

色評価数 を用いて表示 する。「光源の演色性を表す

こ とを 目的と した指数で、試料光源の下で物体の色知

覚が、規定の 標準の光の下 で の 同 じ物体の色知覚に合

っ ている程度 を表す もの』（JISZ8113 ）で、「光源

の演色性評価方法」 （JIS　Z　8726 ）に定めた方法に

よ っ て値を求める。

　そ れは、 15 種類の試験色に主な色相を代表する明

度 6 の 中彩度の 8色と、高彩度の赤、黄、緑、青と 、

肌色、木の葉の色、そ して 日本人の 肌色の 7色を用い、

評価しようとする

團
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蠡 ［劃
・ ］
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図7．演色評価値の 計算に 用 い る試 験色 （JISZ8726 ）

光源で 照明したときの色 の 見え方と、その光源と等 し

い相関色温度 の 基準光 （黒体又 は CIE昼光）で照明 し

た ときの色の見え方とを比較 し、その色のズレの 程度

を数値化 して個々 の 特殊演色評価数 RI （「＝ 1〜 15 ）

と し、特殊演 色評価数R1 〜R8 の平均値を平均 演色

評価数Ra と して表 す。当然、基 準光と同 等の演色性

は 評価数 100 で ある 。

　代表的なラ ン プの演色評価数を表2 に 示す。

　どんな場所に、どの程度の演色性が望ま しいかは
一

概には決められないが、その 目安として 国際照明委員

会の推奨値を表3に示してお く。

［ ＝ ：＝ ＝ ：＝ 二＝＝ ＝＝＝：＝ ＝ コ 42 N 工工
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表2 ．代表的なラ ン プの演色評価数
t4

ランプの種黷 形名 摺絶澱 〔K〕 ぬ 鳥 R ［oRuR 【2R13Rl4R5

一
般 形 ● 昼光色 FL40S・D 6．500　 174 一55586472709457

● 昼 自色 Fし40S ・N 5，  72 一65495661669453

●白　色 Fレ塾OS・W 4，20061 一101364044569341

●温 白色 FL40S・WW 3．50060 ・110282030499235

蛍 三 波 長域 発 光形 （5色発光形）
光
ラ
ン

●昼 光色

●昼 白色

Fレ些OSS・EX −D・H
FL40SS ・EX −N−H6

，7005

．00088885045606276787072979776759797
プ ● 電球色 FL40SS ・EX・レH3 ，0008812739077897596

高演色形 （演 色AAA ）

●色比 較 ・検査用 D 薦 昼 光色 FL40S・D−ED レD656 ，50098959498go989898

●色評価 用純正 色　 昼白色 FL40S・N−EDL 5，0009999999798999999
●美術 ・博物館 用　 電球色 FU〜4（6・しEDレ．NU！M3 ，00095939095go979597

メ タ ル ハ ラ イ ドラ ン プ

； ● 高効率形（拡散形） MF400 ・し」 3，80070 一105837188758942

H　．
「

｛　● 高演色形 （陽 光ランプ）

　 ●両 口 金形（HQl ラン プ）

D400HQ
ト聡 150WND 【、

4，6004
βoo908573877808792798889919497go71

D
ラ 高圧 ナ トリウ ム ラ ン プ ．
ン

ブ
● 高効率形 （Lタイプ）

● 高演色 形

NH360 ・LNH400SDL 2ρ502

，5002585

一181814368 一346227160 　 211867387789

蛍光水銀 ラ ン プ HF400X 3，90040 一117　 1 ・136 一13328027

（東芝 ラ イテ ッ ク 〔株）製品価

表3 ，光源の演色区分と用途例
拿5

演色区分 演色胛価数ぬ 光色 用　途 例

涼
織物 工場、ペ ン キ、
印刷工 場

1Ra ≧ 85 中間 商店、病院

　 　 家 庭 ．ホ テ ル 、
暖
　 　 レ ス ト ラ ン

　 　 事務所、学校、
涼　 デパ ーb、工場

1 （高温環 境の 場合）

2
ト
，。≦ 鯔 中間

同　 上

（適温環境の 場合）

暖
同 　 上

（低温環境の 場合）

3Ra

＜ 70
た だ し

一
般作業室

嗣 と して 十分 な演

色惟 を もつ こ と

演色性 があ まり問題

とな らな い 場所

　 S

（特殊）

特殊な演色性 を も
つ ラ ン プ

特殊な 用途

6−2，電球と蛍光灯の光

　白熱電球の光は加熱 したタ ン グ ス テ ン フ ィ ラメ ン ト

の 温度によ っ て 性質の定まる熱放射で あ り、黒体を高

温に加熱したときの発光 にほぼ等 しい 。 演色評価数を

求めるときに比較する基準光は黒体によるので、白熱

電球類はパル プな どに色をつ けない かぎ D 、必然的に

演色評価数は 100 となる。一
方、蛍光灯はランプの

中に紫外線を発生さ せ 、ラ ン プ管壁内部に塗布 した蛍

光体で 可視光を放射させるので、目的に応じて いろい

うなも の が設計され、当然、演色性はさまざまとなる 。

すなわち、演色評価数は蛍光灯などの放電灯の光によ

る演色性を評価するこ とを目的とした指数とい える 。

6−3．演色評価数の注意事項

　演色評価数は上述の方法によ D数値化されているの

で 、当然なが らその数値を扱うにい くつ か の条件をも

っ ている 。 その 主要な注意事項に触れてお く評

　  色温度の異なる光源の演色評価数を比較できない。

　演色評価数は基準とした光源と比較 した結果であ り、

基準光 の 色温度が異なると評価の基準で あ る 100 の

意味が異なる 。 た とえば 、蛍光 ラ ン プの昼 光色形

（6，500K ）と白色形（4200K ＞による色の見え方を演

色評価数のみ により優劣は論 じられない。

　  同じ相関色温度の光源であ っ ても、平均演色評価

数のみではそ の優劣を比較できない 。

　平均演色評価数は 8種類の試験色票の見え方の ズ レ

を計算 し平均 した ものである 。 その ため、赤色 におけ

るズ レの 大き い 光源と、青色 で 同 じようなズ レの あ る

光源とが同 じ平均演色評価数とな っ て しま う場合が起

こ りうる 。

　   演色評価数は定め られた試験色 票の色の ズレ の程

度を数値化 したもの で 、色再現の好ま しさや色のズ レ

の 方向などを表わ していない 。

　た とえば、顔の 色は本来の色よ りもやや赤味を帯び

ているほ うが生き生きとして見え、少しで も黄味や緑

［＝＝ ：＝：二＝ ：＝ ＝ ＝ ：コ 43 ［＝ ＝：：＝：＝＝＝ ＝二：＝ ：＝二：：コ
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味にズ レると顔色が悪い と評 価され て しまう。逆 に、

バタ
ー

の色 は黄味の濃い ほうが好まれる 。 演色評価数

の 値はそ の 色による ズ レの 内容を示 していな いので 、

その光源 によるもの の色の変化の内容や好ま しく見え

るかどうか とい っ た面などを評価するものではない。

　  演色評価数 1〜2程度の数値差を問題にすること

は意味がない。

　肉眼 で ほぼ識別できる演色評価数の最小値は最良の

条件 で Ra ：3、　 Ri：4程度とい われ る 。 実用上 はあま り

詳細の数値をとりあげて も意味 がな い 。

　  照 明による演色は演色評価数だけではな い。

　たとえば、暗い 場所 では色彩感は乏しく、明るくな

るに した が っ て色彩は生彩を帯びて くる。同 じ光源で

も 、 灯数を増 して照度 を 100 ル ク ス か ら 11000 ル

クスに変え て みると、同 じ演色性 なの にものの色は鮮

やかに見える 。 また、実際上は、光源の 演色性は器具

構造やセ
ー

ド材質にも大きく左右される し、場の演色

は内装材の 色の反射も大き く影響 し、目の順応、色彩

や照明の対比の効果なども無視で きな い 。それ だ け に、

とくに、色の見え方を重 視する照明の光源選定には演

色評価数を参考にするとともに、実際にラン プを点灯

して実験評価する の が最良とい えよ う 。

7 ．おわ りに

　色と光は表裏
一

体である 。 色と照明 につ い て 、グレ

アや照明の方向、影の効果など、もっ と多くの事項 に

触れる べ き であるが、留意す べ き事項の若干を述べ る

にとどま っ て しま っ た こ とをお詫びする 。

　おわ りに、多くの文献か ら参考、引用さぜていただ

い た 。 謝辞を記して おきたい 。
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